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概要  

本書は、SIOS Protection Suite for Linux のインストール（SPS）のユーザーガイドです。  

SPS for SAP 環境のインストール方法を理解するには、以下のマトリックスに従ってください。  

  

  

注記：図中のリンクを以下にも記載します。  

https://aws.amazon.com/quickstart/architecture/sios-protection-suite/  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

https://aws.amazon.com/quickstart/architecture/sios-protection-suite/
https://aws.amazon.com/quickstart/architecture/sios-protection-suite/
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SPS 上で SAP を設定する際の追加手順  

SPS 上で SAP を設定するには、以下の手順に従ってください。  

  

ステップ 1. デプロイメントのテスト  

SPS-L ノードに接続するには、Windows JumpBox に接続する必要があります。Windows マシンに接続

するには、リモートデスクトップ端末に接続してください。 

 

AWS コンソールで、作成された Windows JumpBox ノードを選択し、[Action] の次に [Connect] をクリ

ックします。これでリモートデスクトッププログラムをダウンロードして接続できます。また、マシン

にログインするために必要なパスワードを複合化する必要があります。 

 

Windows マシンに接続したら、PuTTY と VNC Viewer をダウンロードすることを推奨します。以下のサ

イトからダウンロードしてください。  

 

● PuTTY - www.putty.org   

● VNC Viewer - https://www.realvnc.com/en/connect/download/viewer/  

これで、PuTTY を使用して各ノードのプライベート IP アドレスに接続することができます。また、同じ

プライベート IP アドレスを使用しているノードに接続するために VNC Viewer を使用することもできま

す。ノードへは Windows JumpBox の外ではアクセスできませんが、ノードは NAT ゲートウェイを使用

してインターネットにアクセスできます。（注記：NAT ゲートウェイに問題がある場合は、セキュリティ

グループのルール/メインルートを確認してください。） 

いずれかのノードに接続したら、先ほどのテンプレートで作成したパスワードを使用して root で su を実

行し、プログラム vncserver を実行します。これにより、VNC Viewer を使用してグラフィカルインター

フェース内のそのノードに接続できます。 

 

VNC サーバーをインストールするためのコードスニペット  

次のオプションを指定して、vncserver コマンドを root として実行します。  

  

パスワードを入力し、確認のために繰り返します  

読み取り専用パスワードを No に設定します 

  

 

 

http://www.putty.org/
https://www.realvnc.com/en/connect/download/viewer/
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オプションで /root/.vnc/config を編集し、以下の記述を追加します。 

securitytypes=none 

vncserver -kill:1  

 

VNC へのアクセスは ipv4:5901 です。5901 は指定されたポート番号です。 

 

デスクトップを右クリックして Open Terminal をクリックし、LifeKeeper GUI に接続するコマンド

/opt/LifeKeeper/bin/lkGUIapp を入力します。事前に設定したパスワードで root としてログインしてく

ださい。2 つのノードが接続されていることがわかります。 

この時点で、基本的な LifeKeeper 2 ノードがセットアップされました。LifeKeeper を使用して、SAP の

インストールと SAP サービスの保護を続行します。  

 

ステップ 2. 仮想 IP の設定  

ノード上で SAP が設定されたので、引き続き LifeKeeper を設定して SAP サービスとファイルシステム

を保護します。 

 

Amazon AWS Elastic Compute Cloud (EC2) のセットアップ  

AWS Command Line Interface（CLI）を各ノードにインストールする必要があります。詳細は、AWS 

Command Line Interface のインストールを参照してください。すべての EC2 インスタンスは、HTTP お

よび HTTPS を使用して Amazon EC2 サービスエンドポイントにアクセスできる必要があります。

Amazon EC2 インスタンスのメタデータを取得するには、HTTP プロトコルを使用して IP アドレス

169.254.169.254 にアクセスしてください。 

 

LifeKeeper が AWS を操作するためには、以下のアクセス権を持つ IAM ユーザーまたは IAM ロールが必

要です。EC2 インスタンスの root ユーザーからアクセスできるように、EC2 IAM ロールを設定するか、

AWS CLI を適切に設定してください。 

 
 ec2:DisassociateAddress  

 ec2:DescribeAddresses  

 ec2:AssociateAddress  

 ec2:DescribeRouteTables  

 ec2:ReplaceRoute  

  

 

 

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/cli/latest/userguide/installing.html
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/cli/latest/userguide/installing.html
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSEC2/latest/UserGuide/iam-roles-for-amazon-ec2.html
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSEC2/latest/UserGuide/iam-roles-for-amazon-ec2.html
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仮想 IP リソースの作成  

IP アドレスを決定します。IP アドレスは、ノードの現在の IP の CIDR ブロック範囲外の IP アドレスで

ある必要があります。IP アドレスは、ノードの VPC ルートテーブルに配置してください。 

 

以下の図では eni- ネットワークアダプタを使用して IP アドレスを 10.1.0.10/32 に設定し、ノードの 1 つ

に関連付けました。 
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/etc/default/LifeKeeper を編集して NOBCASTPING=1 を設定し、続行する前にブロードキャスト ping を

無効にします。  

   

緑色のプラスアイコンをクリックして、新規リソースを作成します。  
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ウィザードに従い、以下のように選択して IP リソースを作成します。  

 

 
 
 

以下のように選択して IP リソースを拡張します。 

 

 

Select Recovery Kit: IP  

Switchback Type: Intelligent  

IP Resource: 10.1.0.10  

Netmask: 255.255.255.0  

Network Interface: eth0  

IP Resource Tag: ip-10.1.0.10 

Switchback Type: Intelligent  

Template Priority: 1  

Target Priority: 10  

IP Resource: 10.1.0.10  

Netmask: 255.255.255.0  

Network Interface: eth0  

IP Resource Tag: ip-10.1.0.10 
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クラスターは次のようになり、ミラーリソースと IP リソースの両方が作成されます。 

 

 

  

     

ステップ 3. SAP のセットアップ 

SAP ソフトウェアをダウンロードし、ノード上でセットアップします。SAP マーケットプレイスにアクセ

スして、各ノードに SAP ソフトウェアをダウンロードできます。  

 

SAP のセットアップにはいくつかの選択肢があります。どれを実装するかは、コスト、経験、RAS（信頼

性、可用性、サービサビリティ）などのさまざまな要因に依存します。 

● NFS なしの ASCS  

● 別々のインスタンス上の NFS を使用する ASCS + ERS  

● ASCS と同じインスタンス上の NFS を使用する ASCS + ERS  

各構成にはメリットとデメリットがあります。現場で SAP エキスパートと作業するか、SIOS プロフェッ

ショナルサービスに加入して、お使いの環境に最適なものを決定することをお勧めします。  

 

注記：今後作成するドキュメントでは、EFS（AWS Elastic File System）と Cloudwatch を使用したオール

インワンの HANA のインストールについて詳しく説明します。自動インストールのクイックスタートスク

リプトやインストールを管理するための SAP Landscape Manager（LaMa）の使用も計画しています。 
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NFS なしの ASCS  

一般的なセットアップのステップ概要  

1. 仮想 IP を作成します。（先のステップで実施済み）  

2. EC2 リソースを作成し、仮想 IP の依存関係として作成します。（先のステップで実施済み） 

3. 「仮想 IP」に基づいた「仮想ホスト名」のノード 1 に SAP をインストールします。 

4. ノード 1 で Stopsap を実行します。 

5. LifeKeeper GUI を使用して仮想 IP をノード 2 に対して「In Service」にし、「仮想 IP」に基づいて

ノード 2 の「仮想ホスト名」に SAP をインストールします。 

6. ノード 2 で Stopsap を実行し、両方のノード上でプロファイルファイルを変更します。（以下参

照）  

7. LifeKeeper GUI を使用して、仮想 IP をノード 1 で「In Service」にします。 

8. SAP コンサルタントのアドバイスに従って、SAP に必要なマウントポイントの複製リソースを作

成します。（先のステップで実施済み）  

9. ノード 1 で Startsap を実行し、SAP が正常に動作していることを確認します。  

10. /etc/default/LifeKeeper で、両方のノードの最後に次のエントリを追加します。  

 
SAP_EXPERTMODE=1  
SAP_NFS_CHECK_IGNORE=1      
SAP_DB_CHECK_IGNORE=1   
 

11. SPS セットアッププログラムを再実行して、 SAP Recovery Kit を追加します 。 

./setup 
 

Recovery Kit Selection Menu から SAP Recovery Kit をインストールしてください。矢印キーを使

用して使用可能な Reco9.very Kit のメニューから SAP Recovery Kit を選択し、<スペース>で決定

し、<Enter>を押してインストールを続行します。 

 

12. SAP Recovery Kit ガイドに従って SAP リソースを作成します。  

http://docs.us.sios.com/spslinux/9.4.1/en/topic/sap-recovery-kit-administration-guide   

本書では簡素化した手順を説明します。   

  

http://docs.us.sios.com/spslinux/9.4.1/en/topic/sap-recovery-kit-administration-guide
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SAP のインストール  

ASCS は、先のインストール手順でホストファイルに追加された「仮想 IP」に基づく「仮想ホスト名」に

基づいてインストールする必要があります。まだ完了していない場合は、SAP のインストール前に必ず実

行してください。 

 SAPinst を起動する前に SAPinst プロパティ SAPINST_USE_HOSTNAME を設定して、必要な

仮想ホスト名を指定します。（注記：SAPINST_USE_HOSTNAME 仮想 IP アドレスは後で

LifeKeeper で SAP リソースを作成する際に使用するので、書き留めておいてください。)  

 

以下を実行します。 

./sapinst SAPINST_USE_HOSTNAME={hostname}  
 

 7 段階にわけて、Core サービスを作成して開始する必要があります。jdbcconnect.jar で権限エ

ラーが発生した場合は、/sapmnt/STC/exe/uc/linuxx86_64 に移動し、このディレクトリでも

jdbcconnect.jar を書き込み可能にしてください（chmod 777 ---)。 

 

ASCS プロファイルは、/usr/sap、sapmnt を含むローカルマウントポイント、またはご利用の環境の

SAP ファイルに必要なその他のローカルマウントポイントを指す必要があります。 

 

ASCS インスタンスのインスタンスプロファイルでは、サービスが自動的に再開されて ASCS の 

"sapstartsrv"を再起動しなければならなくなることを防ぐために、エントリを変更する必要があります。

たとえば、 

                Autostart = 1  

         Restart_Program_00 = local $(_ER) pf=$(_PFL) NR=$(SCSID)    

 

を次のように変更します。  

 

                Autostart = 0  

                Start_Program_00 = local $(_ER) pf=$(_PFL) NR=$(SCSID)  

 

1. ノード 1 で Sapstop を実行して SAP を起動します。 

 

2. LifeKeeper GUI を使用して、ASCS 用に作成された IP アドレスリソースを右クリックし、「In-

Service」を選択し、ノード 2 を選択して IP をノード 2 に切り替えます。 
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3. ステップ 1 を繰り返してノード 2 に SAP をインストールし、正しく実行できることを確認します。 

 

4. ノード 2 で Sapstop を実行します。  

 

5. LifeKeeper GUI を使用して ASCS 用に作成された IP アドレスリソースを右クリックし、「In-

Service」を選択し、node1 を選択して IP をノード 1 に戻します。 

 

6. ノード 1 で Sapstart を実行し、正しく実行できることを確認します。  

   

SAP リソース階層の作成   

  

1. LifeKeeper GUI メニューから [Edit] を選択し、次に [Server] を選択します。ドロップダウンメニュ

ーから、[Create Resource Hierarchy] 選択します。 

  

クラスター内で認識されたすべてのインストール済みのリカバリーキットがドロップダウンリスト

で表示されます。ドロップダウンリストから SAP を選択します。 

  

  
 

[Next] をクリックします。  

 

いずれかのダイアログボックスで [Back] ボタンが有効になっている場合は、前のダイアログボック

スに戻ることができます。これは、以前に入力した情報を修正する必要のあるエラーが発生した場

合に便利です。 

  

階層の作成中に [Cancel] をクリックすると、LifeKeeper は作成プロセス全体をキャンセルします。 

 

2. スイッチバックタイプを選択します。これは、バックアップサーバーへのフェールオーバー後にサ

ービスに復帰したときに SAP インスタンスをこのサーバーにどのようにスイッチバックするかを指

示します。Intelligent または Automatic のいずれかを選択できます。Intelligent スイッチバックで

は、インスタンスをプライマリ/元のサーバーに戻すために管理者の介入が必要です。Automatic ス
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イッチバックとは、プライマリサーバーがオンラインに戻り、LifeKeeper のコミュニケーションパ

スを再確立するとすぐにスイッチバックが実行されることを意味します。  

 

  
 

スイッチバックタイプは必要に応じて、[Resource Properties] ダイアログボックスの [General] タ

ブで後から変更できます。  

 

[Next] をクリックします。  

 

3. SAP PAS、ASCS または SCS を配置するサーバーを選択します（通常、これをプライマリまたはテ

ンプレートサーバーと呼びます）。クラスター内のすべてのサーバーがドロップダウンリストボック

スに含まれています。 

 

  
 

4. SAP SID を選択します。これは、保護対象の SAP PAS、ASCS、または SCS システムのシステム識

別子です。  

  
 

[Next] をクリックします。 

 

5. 保護対象の SID の SAP インスタンス名（例：ASCS <No.>）（コアインスタンスが先頭）を選択しま

す。  

  
 

[Next] をクリックします。  

 

注記：保護およびリカバリーレベルのカスタマイズに関連する追加の画面が表示される場合があり

ます。  

 

6. IP の子リソースを選択します。これは通常、SAP インストール時に指定された仮想ホスト IP アドレ

ス（SAPINST_USE_HOSTNAME）またはフェールオーバーに必要な IP アドレスのいずれかです。 
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7. SAP Tag を選択または入力します。これは LifeKeeper が SAP の階層に付与するタグ名です。デフ

ォルトを選択するか、独自のタグ名を入力することができます。デフォルトのタグは SAP-

<SID>_<ID>です。  

 

  
 

[Create] をクリックすると、SAP リソースの作成ウィザードが SAP リソースを作成します。 

 

8. この時点で情報ボックスが表示され、LifeKeeper は SAP リソース階層を作成するための有効なデー

タが提供されているかどうかを検証します。LifeKeeper が問題を検出すると、情報ボックスに

ERROR と表示されます。検証が成功すると、リソースが作成されます。情報ボックスに表示される

SAP 起動スクリプトから出力されるエラーまたはメッセージが表示される場合もあります。 
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[Next] をクリックします。  

 

9. SAP リソース階層を正常に作成したことを示す別の情報ボックスが表示されます。そして、

LifeKeeper 保護下に置くためにその階層をクラスター内の別のサーバーに拡張する必要がありま

す。 

 

[Next] をクリックすると、LifeKeeper はこのセクションで後述する Pre-Extend Wizard を起動しま

す。 

 

  
 

ここで [Cancel] をクリックすると、後で SAP リソース階層を LifeKeeper の保護下に置くにはこの

ステップに戻って SAP リソース階層を別のサーバーに拡張する必要があることを警告するダイアロ

グボックスが表示されます。 
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10. 階層が正常に拡張されたことを示す [Extend Wizard] ダイアログが表示されます。[Finish] をクリ

ックします。 

 

  
 

[Hierarchy Integrity Verification] ダイアログが表示されます。階層の検証が終了したら、[Done] を

クリックして [Create Resource Hierarchy] メニューを終了します。  

 
 

トップレベルの Core を持つ階層  
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SIOS Protection Suite を使用して PAS および AAS サーバーを保護することはできますが、ほとんど

のお客様は、それらを追加の HA なしで独立したスタンバイサーバーとして使用しているだけです。

このガイドでは保護手順については説明しないので、詳細と手順については SAP Recovery Kit を参

照してください。 

http://docs.us.sios.com/spslinux/9.4.1/en/topic/sap-recovery-kit-administration-guide 
     

http://docs.us.sios.com/spslinux/9.4.1/en/topic/sap-recovery-kit-administration-guide
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NFS を使用している ASCS + ERS   

一般的なセットアップのステップ概要   

1. 仮想 IP を作成し（先のステップでノード 1 で実施済み）、拡張します（先のステップで実施済み）。 

2. EC2 リソースを作成し、仮想 IP の依存関係を作成します（先のステップで実施済み）。 

 

3. 「仮想 IP」に基づく「仮想ホスト名」のノード 1 に SAP をインストールします。  

 

4. ノード 1 で Stopsap を実行します。  

 

5. LifeKeeper GUI を使用して仮想 IP をノード 2 で「In-Service」にし、「仮想 IP」に基づく「仮想ホス

ト名」のノード 2 に SAP をインストールします。  

 

6. ノード 2 で Stopsap を実行し、両方のノードでプロファイルファイルを変更します（下記参照）。  

 

7. Use the LifeKeeper GUI を使用して仮想 IP をノード 1 で「In-Service」に戻します。  

 

8. SAP コンサルタントのアドバイスに従って、SAP に必要なマウントポイントのレプリケーションリ

ソースを作成します。 

 

9. ノード 1 で Startsap を実行し、SAP が正常に稼働していることを確認します。  

 

10.  両方のノードの /etc/default/LifeKeeper で、次のエントリを最後に追加します。  

SAP_EXPERTMODE=1  
SAP_NFS_CHECK_IGNORE=1  
SAP_DB_CHECK_IGNORE=1   

 

11.  SPS セットアッププログラムを再実行して、SAP Recovery Kit を追加します。 

 

次のコマンドを使用して sps.img ファイルをマウントします（前述の手順に従ってダウンロードして

ください）： 

mount <PATH/IMAGE_NAME> <MOUNT_POINT> -t iso9660 -o loop  

 

 

 

 

 



 Amazon Web Services – SIOS Protection Suite for Linux SAP on the AWS Cloud January 2020  

 Page 20 of 50   

PATH：イメージへのパス 

IMAGE_NAME：イメージ名  

MOUNT_POINT：マウントする場所へのパス  

 

マウントされた sps.img ディレクトリに移動し、次のように入力します： 

./setup 
 

Recovery Kit Selection Menu から SAP Recovery Kit をインストールしてください。SAP の Recovery 

Kit を選択するには、矢印キーを使用して選択して<スペースバー>を押して決定し、<Enter>を押して

インストールを続行します。 

  

12. NFS サーバーをセットアップします。 

 

13. ファイルシステムを SAP サーバーにコピーし、冗長化とフェールオーバーのために、ファイルシス

テムにレプリケーションリソースを作成します。  

 

14. NFS Recovery Kit のガイドに従って、NFS リソースを作成します。 

http://docs.us.sios.com/spslinux/9.4.1/en/topic/nfs-recovery-kit-administration-guide   

本書では簡略化した手順を説明します。  

 

15. SAP Recovery Kit のガイドに従って、SAP リソースを作成します。   

http://docs.us.sios.com/spslinux/9.4.1/en/topic/sap-recovery-kit-administration-guide   

本書では簡略化した手順を説明します。 

  

SAP のインストール  

1. ASCS と ERS は、「仮想 IP」の「仮想ホスト名」に基づいてインストールする必要があります。これ

は、以前のインストール手順でホストファイルに追加されています。まだ完了していない場合は、

SAP のインストール前に必ず実行してください。 

 SAPinst を起動する前に SAPinst プロパティ SAPINST_USE_HOSTNAME を設定し、必要な仮

想ホスト名を指定します。（注記：SAPINST_USE_HOSTNAME の仮想 IP アドレスをメモして

おいてください。LifeKeeper で SAP リソースを作成する際に後で使用します。） 

 

./sapinst SAPINST_USE_HOSTNAME={hostname}  を実行します。 

 

http://docs.us.sios.com/spslinux/9.4.1/en/topic/nfs-recovery-kit-administration-guide
http://docs.us.sios.com/spslinux/9.4.1/en/topic/sap-recovery-kit-administration-guide
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 7 段階に分けて、Core サービスを作成して開始する必要があります。jdbcconnect.jar で権限エ

ラーが発生した場合は/sapmnt/STC/exe/uc/linuxx86_64 に移動し、このディレクトリでもファ

イル jdbcconnect.jar を書き込み可能にしてください（chmod 777 ---）。 

 

エンキューレプリケーションは、SAP のドキュメントおよびとベストプラクティスに基づいて構成

し、動作を確認する必要があります。 

ASCS および ERS プロファイルは、/usr/sap、sapmnt を含むローカルマウントポイント、またはご

利用の環境の SAP ファイルに必要なその他のローカルマウントポイントを指す必要があります。実

際のファイルは、インストールおよび構成後に NFS マウントポイントに移動されます。 

ERS および ASCS インスタンスのインスタンスプロファイルでは、サービスが自動的にプログラム

を再起動しないように、エントリを変更する必要があります。その後、ASCS および ERS インスタ

ンスの「sapstartsrv」を再起動する必要があります。 

 たとえば、 

                Autostart = 1  
  Restart_Program_00 = local $(_ER) pf=$(_PFL) NR=$(SCSID)    
 

を次のように変更します。  

 
                Autostart = 0  

                     Start_Program_00 = local $(_ER) pf=$(_PFL) NR=$(SCSID) 
 
 

2. ノード 1 で SAP の Sapstop を実行します。 

 

3. LifeKeeper GUI を使用して、ASCS 用に作成された IP アドレスリソースを右クリックし、「In-

Service」を選択し、ノード 2 を選択して IP をノード 2 に切り替えます。 

 

4. ステップ 1 を繰り返してノード 2 に SAP をインストールし、正しく実行できることを確認します。  

 

5. ノード 2 で SAP の Sapstop を実行します。  

 

6. LifeKeeper GUI を使用して、ASCS 用に作成された IP アドレスリソースを右クリックし、「In-

Service」を選択し、ノード１を選択して IP をノード 1 に切り替えます。  

 

7. ノード 1 で SAP の Sapstop を実行し、正しく実行できることを確認します。 
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NFS のセットアップ 

  

SIOS 製品をインストールする前に、両方のクラスターノードに NFS サーバーをインストールしておく必

要があります。  

 

お使いの SAP 設計での SAP 要件に基づいて NFS エクスポートを作成します。以下は参考例であり、お使

いの SAP 環境を表すものではありません。  

 

LifeKeeper は inode を使用して NFS 共有情報を管理します。したがって、すべての NFS 共有には固有の

inode が必要です。すべてのファイルシステムの root ディレクトリは同じ inode を持つので、LifeKeeper で

保護するためには、NFS 共有は root から少なくとも 1 つ下のディレクトリレベルでなければなりません。 

 

たとえば、上記の情報を参照すると、/usr/sap/trans ディレクトリが SAP サーバー上で NFS 共有である場

合、共有ストレージデバイス上に /trans ディレクトリが作成され、共有ストレージデバイスを /usr/sap と

してマウントすることが求められます。 

しかし、/usr/sap 配下にあるすべてのファイルをこの配列で必要な共有ストレージに置くことは必ずしも望

ましいとは限りません。 

この問題を回避するには、NFS 共有のディレクトリを含むすべての共有ファイルシステムをマウントする

ための  /exports ディレクトリツリーを作成するか、SAP ディレクトリと /exports ディレクトリの間にソフ

トリンクを作成することを推奨します。または、NFS 共有ディレクトリをローカルで NFS マウントするこ

とを推奨します。（注記：ここで /exports と記載しているディレクトリの名前は、ユーザーの設定よって異

なる場合があります。ただし、わかりやすくするために、本書では全体を通じてこのディレクトリを 

/exports と記載します。）たとえば、SAP プライマリサーバーでのこの例のディレクトリとリンク/マウント

は、次のようになります。 

 

  
  
<sapmnt>/<SAPSID>共有のディレクトリとリンクは次のようになります。  
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ローカル NFS マウント  

  

LifeKeeper 環境における SAP の推奨ディレクトリ構造では、1 つ以上の SAP システムディレクトリに対し

てローカルにマウントされた NFS 共有が必要です。 

ローカルにマウントされた NFS 共有のいずれかの NFS エクスポートポイントが使用できなくなった場合、

エクスポートポイントが再び利用可能になるのを待っている間にシステムがハングすることがあり、シス

テムの再起動を含め、多くのシステム操作が正しく機能しなくなります。SAP クラスター用の NFS サーバ

ーは LifeKeeper で保護されている必要があり、ローカルマウントポイントが存在する間は手動でサービス

を停止しないでください。 

 

誤って NFS サーバーを停止してクラスターがハングすることを防ぐためには、「NFS の考慮事項」のトピ

ックに記載されている推奨事項に従ってください。また、「intr」マウントオプションを使用してすべての

NFS 共有をマウントすると、アクセスできない NFS 共有に起因してハングしたプロセスを強制終了できま

す。  

  

<INST>ディレクトリの場所  

  

/usr/sap/<SAPSID>パスは NFS 共有ではないため、ファイルシステムのルートディレクトリにマウントで

きます。/usr/sap/<SAPSID>パスには、SYS サブディレクトリと、サーバー上で実行できる各 SAP インス

タンスの<INST>サブディレクトリが含まれています。構成によっては<INST>ディレクトリは 1 つしかない

ので、共有ファイルシステムの/usr/sap/<SAPSID>の下に置いても問題ありません。 

ただし他の構成では、バックアップサーバーにローカル AS インスタンスが含まれている可能性がありま

す。このローカル AS インスタンスの<INST>ディレクトリは常時利用できるわけではなく、共有ファイル

システム上に置くべきではありません。 
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この問題を解決するには、ある構成については、ローカルサーバーに配置する必要のある AS の

/usr/sap/<SAPSID>、the /usr/sap/<SAPSID>/SYS    および 

/usr/sap/<SAPSID>/<AS-INST>  の代わりに、PAS、 ASCS または SCS の/usr/sap/<SAPSID>/<INST>、

/usr/sap/<SAPSID>/<ASCS-INST>または/usr/sap/<SAPSID>/<SCS-INST>ディレクトリを共有ファイルシ

ステムにマウントすることを推奨します。  

  

たとえば、次のディレクトリとマウントポイントを ABAP + Java 構成用に作成する必要があります。 

 

  
  

NFS のマウントとファイルシステムの移動  

メイン SAP ファイルシステムのマウントポイントが作成されたら、必要に応じてマウントします。この時

点で、これらの手順に進む前にすべての SAP サービスを停止します。 

 

mount  /dev/sap/sapmnt  /exports/sapmnt  

mount  /dev/sap/saptrans  /exports/saptrans   

  

 

データの NFS への移動  

1. /etc/exports を編集し、SAP のメインディレクトリのマウントポイントを挿入します。 

 
/exports/sapmnt *(rw,sync,no_root_squash)  
/exports/saptrans *(rw,sync,no_root_squash)   
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NFS エクスポートの例 

 

各<nfsvip>を、その NFS 共有で使用される適切な仮想 IP に置き換えます。SAP システムの設計に応じて、異

なる仮想 IP を使用して異なるファイルシステムを共有できます。 

 
# more /etc/exports  
/exports/sapmnt 10.2.0.69(rw,sync,all_squash,anonuid=0,anongid=1001)  
/exports/sapmnt 10.2.0.11(rw,sync,all_squash,anonuid=0,anongid=1001)  
/exports/usr/sap/<instance name>/ASCS01  
10.2.0.69(rw,sync,all_squash,anonuid=0,anongid=1001)  
/exports/sap/<instance name>/ASCS01  
10.2.0.11(rw,sync,all_squash,anonuid=0,anongid=1001)  
   
# more /etc/fstab  
#  
# /etc/fstab  
# Created by anaconda on Mon Nov  9 20:20:10 2015  
#  
# Accessible filesystems, by reference, are maintained under '/dev/disk'  
# See man pages fstab(5), findfs(8), mount(8) and/or blkid(8) for more info #  
UUID=367df610-4210-4a5a-8c8d-51ddf499fc17  /                       xfs     defaults        0 0  
/dev/xvdb                  swap                           swap     defaults             0 0  
/dev/xvdc                   /tmp                            xfs         nodev,nosuid,noexec,relatime 0 0  
/dev/xvdp1                 /var                             xfs         defaults             0 0  
/dev/xvdp2                 /var/log                        xfs        defaults              0 0  
/dev/xvdp3                 /var/log/audit               xfs        defaults               0 0  
/dev/xvdp4                 /home                          xfs        defaults,nodev    0 0  
/tmp                            /var/tmp                      none     bind,nodev,nosuid            0 0  
/dev/xvdj                     /usr/sap                       xfs        defaults                 0 0  
/dev/xvdg                   /exports/usr/sap/P4G/ASCS01     xfs     defaults        0 0  
/dev/xvdh                    /usr/sap/P4G/D00       xfs        defaults         0 0  
/dev/xvdi                      /sapcd                        xfs         defaults         0 0  
/dev/xvdk                     /exports/sapmnt          xfs         defaults        0 0  
<nfsvip>:/exports/usr/sap/P4G/ASCS01 /usr/sap/<instance name>/ASCS01 nfs 
nfsvers=3,proto=udp,rw,sync,intr,bg 0 0 
<nfsvip>:/exports/sapmnt /sapmnt nfs nfsvers=3,proto=udp,rw,sync,intr,bg 0 0 
<nfsvip>:/exports/usr/sap/P4G/ASCS01 /usr/sap/PG4/ASCS01 nfs nfsvers=3,proto=udp,rw,sync,intr,bg 0 
0 (Note: This ERS entry will only be present if using an ERSv2 configuration with a shared ERS 
filesystem.)  

  

2. rcnfsserver start コマンドを使用して NFS サーバーを起動します（SLES の場合。Red Hat の場合

は service nfs start を実行します）。 NFS サーバーがすでにアクティブな場合は、"exportfs -va"

を実行してこれらのマウントポイントをエクスポートします。 
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3. ノード 1 および 2 の両方で、次のマウントコマンドを実行します（udp の使用方法に注意してくだ

さい。これはフェールオーバーとリカバリーで重要です）。これにより、NFS 共有をマウントできる

ようになります。 

  

mount {virtual ip}:/exports/sapmnt/<PG4> /sapmnt/<PG4> -o rw,sync,bg,intr,udp  

mount {virtual ip}:/exports/saptrans /usr/sap/trans -o rw,sync,bg,intr,udp  
  

4. ノード 1 から、必要なファイルシステムを、/usr/sap および/sapmnt またはその他の必要なファイル

から、NFS サーバーからノード 1 にマウントされた NFS マウントポイントにコピーします。 

 

5. SAP にログインし、SAP を起動します（su の後に stcadm を実行します）。 

startsap sap{No.}  
 

6. すべてのプロセスが開始されていることを確認してください。 

ps –ef | grep en.sap (2 processes)  

ps –ef | grep ms.sap (2 processes)  

ps –ef | grep dw.sap (17 processes)  
 

「SAP Logon」または「SAP GUI for Windows」は、SAP が提供する Windows クライアントです。

プログラムは SAP のダウンロードサイトからダウンロードできます。仮想 IP アドレスは 

[Properties] ページで「アプリケーションサーバー」として使用できます。これにより、仮想 IP が

存在するプライマリマシンへの接続がアクティブになります。 

 

7. まだ実行していない場合は、NFS 共有マウントポイントにデータレプリケーションクラスターリソ

ースを作成して、ノード 1 からノード 2 にデータを複製します。 

  

NFS リソース階層の作成  

  
複数の NFS 共有の複数のリソース階層を作成するには、以下の手順を繰り返す必要があります。  

プライマリサーバーからリソースインスタンスを作成するには、次の手順を実行してください。  

1. LifeKeeper GUI メニューから [Edit] → [Server] を選択し、ドロップダウンメニューから [Create 

Resource Hierarchy] を選択します。  

  

すでに選択されている内容を変更する場合や、NFS リソース階層の作成中にエラーメッセージが表

示された場合は、[Back] ボタンを使用して選択内容を変更するか、または修正します（[Back] ボタ

ンが有効な場合）。 
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ダイアログボックスに、クラスター内にインストールされ認識されているすべての Recovery Kit の

一覧がドロップダウンメニューで表示されます。ドロップダウンメニューから NFS を選択します。 

 

  
  

[Next] をクリックして次のダイアログボックスに進みます。 

  

注記：階層の作成中に [Cancel] ボタンをクリックすると、LifeKeeper は作成プロセス全体をキャン

セルします。 

 

2. スイッチバックタイプを選択します。これは、バックアップサーバーへのフェールオーバー後にサ

ービスに戻るときに、NFS インスタンスがプライマリサーバーに戻される方法を指示します。

Intelligent または Automatic のいずれかを選択してください。Intelligent スイッチバックでは、イ

ンスタンスをプライマリ/元のサーバーに戻す際に管理者の介入が必要です。Automatic スイッチバ

ックでは、プライマリサーバーがオンラインに戻って LifeKeeper 保護下に入るとすぐにスイッチバ

ックが行われます。 

  

  

スイッチバックタイプは、必要に応じて、[Resource Properties] ダイアログボックスの [General] 

タブから後で変更できます。  

 

3. NFS リソースを作成するサーバーを選択します（通常、これはプライマリまたはテンプレートサー

バーと呼ばれます）。クラスター内のすべてのサーバーがドロップダウンメニューに含まれていま

す。  

 

[Next] をクリックして次のダイアログボックスに進みます。  
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4. Export Point ダイアログには、次の基準を満たしている NFS ファイルシステムのエクスポートポ

イントのドロップダウンリストが表示されます。 

 エクスポートポイントは NFS によってエクスポートされている。  

 エクスポートポイントは共有ドライブ上にある。  

 基礎となるファイルシステムが LifeKeeper で保護されている場合、そのファイルシステムは

In-Service 状態で、サーバーダイアログで選択したサーバーで優先度の最も高いファイルシス

テムである必要があります。  

 NFSv4 の基準： 

o バインドマウントによる NFS v4 ルートエクスポートの場合、バインドマウントはエクス

ポートと同様に共有ドライブ上になければならず、ファイルシステムが LifeKeeper で保

護されている場合は、In-Service 状態で、サーバーダイアログで選択したサーバー上で最

も高い優先度を持つ必要があります。 

o NFS v4 のルートエクスポートがすでに保護されている場合は、選択肢はありません（v4

が 1 つのみで存在する必要があります。v4 と v2/v3 が混在すると保護できません）。 

o NFS v2/v3 がすでに保護されている場合は、選択肢に NFS v4 はリストされません。 

o 何も保護されていない場合、リストには v2/v3 と v4 の両方が含まれます。  

  

ドロップダウンリストから、保護する NFS エクスポートポイントを選択します。  

  

  
 

[Next] をクリックして次のダイアログボックスに進みます。 

 

5. [IP Tag] ダイアログには、LifeKeeper 保護下にあり、NFS リソースが作成されているサーバー上で

In-Service 状態の仮想 IP アドレスに対応するタグのドロップダウンリストが表示されます。クライ

アントが保護された NFS ファイルシステムにアクセスするために使用する仮想 IP アドレスのタグ

を選択します。 
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注記：この時点で、LifeKeeper は利用可能な保護された IP リソースがあることを確認します。ま

た、NFS リソース階層を作成するために有効なデータが提供されているかどうか検証します。

LifeKeeper がこれらの検証のいずれかで問題を検出すると、ERROR ボックスが画面に表示されま

す。ディレクトリパスは有効であるのに NFS の設定自体にエラーがある場合、一時停止してこれら

のエラーを修正し、階層作成を続行することができます。必要な LifeKeeper の IP リソースを作成す

るために一時停止することもできます。  

  

注記：仮想 IP アドレスの依存関係を持つ他の LifeKeeper Recovery Kit を使用している場合は、NFS

リソース用に別の仮想 IP アドレスを作成する必要があります。そうしないと、仮想 IP リソースがバ

ックアップサーバーにフェールオーバーした場合、その IP リソースに依存するすべてのリソースが

同時にフェールオーバーされてしまいます。 

  

[Next] をクリックして次のダイアログボックスに進みます。  

  

6. NFS タグを選択または入力します。これは NFS 階層に与えられたタグ名です。デフォルトを選択

するか、独自のタグ名を入力することができます。 

 

       
 

[Create] ボタンをクリックすると、リソース作成ウィザードが NFS リソースを作成します。  
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[Next] をクリックすると、LifeKeeper は階層の拡張で説明している Pre-Extend Wizard を起動しま

す。 

注記：この時点で NFS リソース階層が正常に作成されている必要があります。ただし、新しい NFS

インスタンスが正しく起動できなかったことを示すエラーメッセージが表示されることがありま

す。新しい NFS 階層は、別のシステムに拡張する前に起動する（In-Service 状態にする）必要があ

ります。  

  

起動に失敗すると階層が削除されることがありますが、そうでない場合は、この時点で一時停止

し、表示されるエラーメッセージに基づいて問題を修正することができます。エラーを修正できな

い場合はキャンセル以外に選択肢はなく、リソース作成がキャンセルされます。 

 

階層の拡張に進む前に、新しい階層を In-Service にしてください。 

  

***各 NFS 共有の追加のリソース階層を作成するには、上記の手順を繰り返してしてください。  

  

注記： RHEL 7.1 以降および SLES12 SP1 以降で NFS リソースを作成した後、nfs-server.service の自動起

動を無効にしてください。NFS リソースの起動時に rpcbind.service を実行する必要があるため、

rpcbind.service を自動的に起動するように設定します。 

   

SAP リソース階層の作成  

 

1. LifeKeeper GUI メニューから、[Edit] → [Server] を選択します。ドロップダウンメニューから、

[Create Resource Hierarchy] を選択します。  

 

クラスター内にインストールされ認識されているすべての Recovery Kit 一覧のドロップダウンリス

トのあるダイアログボックスが表示されます。ドロップダウンリストから SAP を選択します。 

 

  
 

[Next] をクリックします。 
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いずれかのダイアログボックスで [Back] ボタンが有効になっている場合は、前のダイアログボック

スに戻ることができます。これは、以前に入力した情報を修正する必要のあるエラーが発生した場

合に特に役立ちます。 

 

階層の作成中に [Cancel] をクリックすると、LifeKeeper は作成プロセス全体をキャンセルします。 

 

2. スイッチバックタイプを選択します。これは、バックアップサーバーへのフェールオーバー後にサ

ービスに復帰したときに SAP インスタンスをこのサーバーに戻す方法を指示します。Intelligent ま

たは Automatic のいずれかを選択できます。Intelligent スイッチバックでは、インスタンスをプラ

イマリサーバー/元のサーバーに戻すために管理者の介入が必要です。Automatic スイッチバックで

は、プライマリサーバーがオンラインに戻り、LifeKeeper のコミュニケーションパスが再確立され

るとすぐにスイッチバックが行われます。 

 
 

  

スイッチバックタイプは、後で [Resource Properties] ダイアログボックスの [General] タブから

変更できます。  

 

[Next] をクリックします。  

 

3. SAP PAS、ASCS または SCS を配置するサーバーを選択します（通常、これをプライマリまたはテ

ンプレートサーバーと呼びます）。クラスター内のすべてのサーバーがドロップダウンリストボック

スに含まれています。 

 

  
 

4. SAP SID を選択します。これは、保護対象の SAP PAS、ASCS、または SCS システムのシステム識

別子です。 

  
 

[Next] をクリックします。 
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5. 保護対象の SID の SAP インスタンス名（例：ASCS< No.>）（コアインスタンスが先頭）を選択しま

す。  

  
 

[Next] をクリックします。 

 

注記：保護およびリカバリーレベルのカスタマイズに関連して、追加の画面が表示されることがあ

ります。 

 

6. IP の子リソースを選択します。これは通常、SAP インストール時に指定された仮想ホスト IP アドレ

ス（SAPINST_USE_HOSTNAME）またはフェールオーバーに必要な IP アドレスのいずれかです。  

 
 
 

  
 

 

7. SAP Tag を選択または入力します。これは LifeKeeper が SAP 階層に付与するタグ名です。デフォ

ルトを選択するか、独自のタグ名を入力することができます。デフォルトのタグは SAP-

<SID>_<ID>です。  

 

  
 

[Create] をクリックすると、SAPリソース作成ウィザードが SAP リソースを作成します。  
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8. ここで情報ボックスが表示され、LifeKeeper は利用可能な保護された IP リソースがあることを検証

します。また、SAP リソース階層を作成するために有効なデータが提供されているかどうか検証し

ます。LifeKeeper が問題を検出すると、ERROR が情報ボックスに表示されます。検証が成功する

と、リソースが作成されます。情報ボックスに表示される SAP 起動スクリプトからエラーまたはメ

ッセージが出力される場合もあります。 

 
 
 

  
 

[Next] をクリックします。  

 

9. SAP リソース階層が正常に作成されたことを示す別の情報ボックスが表示されます。その階層を

LifeKeeper 保護下に置くためには、クラスター内の別のサーバーに拡張する必要があります。  

 

[Next] をクリックすると、LifeKeeper は [Pre-Extend Wizard] を起動します。このウィザードにつ

いては、本セクションで後述します。 
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ここで [Cancel] をクリックすると別のダイアログボックスが表示され、いずれかの時点でここに戻

り、SAP リソース階層を別のサーバーに拡張して LifeKeeper の保護下に置く必要があることが警告

されます。 

 

  
 

10. 階層が正常に拡張されたことを示す Extend Wizard ダイアログが表示されます。[Finish] をクリッ

クしてください。  
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[Hierarchy Integrity Verification] ダイアログが表示されます。 階層の検証が終了したら、[Done] 

をクリックして、[Create Resource Hierarchy] メニューを終了します。 

 

コアが最上位レベルにある階層  

  

  
  

    

ERS リソースの作成  
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ERS リソースは、コアインスタンス（セントラルサービスインスタンス）またはエンキューサーバープロ

セスの単一障害点に対する追加の保護を提供します。コアインスタンス（セントラルサービスインスタン

ス）で障害が発生して再起動されると、ERS リソースはロックテーブルとトランザクションの現在のステ

ータスを取得します。その結果、エンキューサーバーに障害が発生した場合でもトランザクションや更新

は失われず、SAP システムのサービスは継続されます。 

 

この ERS リソースを作成するには、以下の手順を実行してください。  

  

1. この同じ SAP SID について上記の手順を繰り返し、[ERS instance] を選択して、ERS リソース

を作成します。 

2. その後、[Dependent Instances] を選択するよう要求されます。上記で作成したコアリソースを

選択し、[Next] をクリックします。 

3. 画面の指示に従ってリソース階層を拡張してください。 

4. 「Hierarchy Successfully Extended」と表示されたら、[Finish] をクリックします。  

5. [Done] を選択してください。 

  

注記：エンキューレプリケーションサーバ (ERS) はクラスターの各ノードで In-Service（ISP）になりま

す。ただし、ERS のアーキテクチャと機能では、インスタンスの実際のプロセスはバックアップノードで

実行する必要があります。これにより、スタンバイサーバーは、プライマリサーバーおよびプライマリエ

ンキューサーバーインスタンスのロックテーブル情報の完全なコピーを保持できるようになります。エン

キューサーバーを実行しているプライマリサーバーで障害が発生すると、ERS プロセスが現在実行されて

いるバックアップサーバー上の SIOS Protection Suite によって再起動されます。ERS に格納されているロ

ックテーブル（レプリケーションテーブル）は復旧中のエンキューサーバープロセスに転送され、そこか

ら新しいロックテーブルが作成されます。このプロセスが完了すると、アクティブなレプリケーションサ

ーバーは非アクティブになります（エンキューサーバーへの接続が切断され、レプリケーションテーブル

が削除されます）。SIOS Protection Suite は、新しいバックアップノード（以前はプライマリノード）上

の、今まで非アクティブだった ERS プロセスを再起動します。ERS プロセスがアクティブになると、エン

キューサーバーに接続してレプリケーションテーブルを作成します。ERS プロセスがアクティブになる

と、エンキューサーバーに接続してレプリケーションテーブルを作成します。 

ERS プロセスおよび SAP アーキテクチャの機能の詳細については、http://help.sap.com にアクセス

し、Enqueue Replication Service を検索してください。 

http://help.sap.com/
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ERS が最上位レベルにある階層  

 

   
  

SIOS Protection Suite を使用して PAS および AAS サーバーを保護することはできますが、ほとんどのお客

様は、それらを追加の HA なしで独立したスタンバイサーバーとして使用しているだけです。このガイドで

は保護手順については説明しないので、詳細と手順については SAP Recovery Kit を参照してください。 

http://docs.us.sios.com/spslinux/9.4.1/en/topic/sap-recovery-kit-administration-guide   

     

 

ENSAv2/ERSv2 使用時に ASCS/ERS に回避動作を強制する 

 

ERSv2 は、ASCS リソースがアクティブでないクラスター内のノードでアクティブ（In-service）になりま

す。ERS quickCheck は、ERS と ASCS が同じノードでアクティブであり、別のノードが利用可能な場

合、ERS 階層を自動的に転送します。スイッチオーバーまたはフェイルオーバー後に同じノードで ASCS

と ERS の両方がアクティブ（In-service）になる状況を回避するために、gen/app ターミナルリーフリソー

スを作成して、対応するリソース階層がアクティブ（In-service）ではないノードに In-service 状態を自動

的にルーティングできます。 

 

このターミナルリーフノードの作成を容易にするために、新しいユーティリティ

/opt/LifeKeeper/bin/create_terminal_leaf (1M) が提供されています。回避ターミナルリーフを作成するた

めに、ユーティリティは 2 つのパラメーター、ASCS および ERS 階層ルートリソースタグを使用しま

す。2 つの階層は、クラスター内のすべてのノードに完全に拡張し、クラスター内のノードで In-service

http://docs.us.sios.com/spslinux/9.4.1/en/topic/sap-recovery-kit-administration-guide
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にする必要があります。ユーティリティがクラスター内のノードで実行されている限り、ユーティリテ

ィが実行されているノードで階層を In-service にする必要はありません。tag が回避する適切なルートノ

ードである場合、ターミナルリーフノードには「avoid_<tag>」という名前が付けられます。ターミナル

リーフノードは、階層の各ブランチの子依存関係としてアタッチされます。 

 

たとえば、SAP-EXM_ASCS02 および SAP-EXM_ERS12 をルートノードとして使用する構成では、次のよ

うになります。 

 

 
 

/opt/LifeKeeper/bin/create_terminal_leaf SAP-EXM_ASCS02 SAP-EXM_ERS12 を実行することにより、適

切なターミナルリーフノードが作成されます。 
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ターミナルリーフノードがアタッチされました。 

 

 
 

avoid_SAP-EXM_ASCS02 リソース（SAP-EXM_ERS12 階層内）がノードで In-service であり、クラスタ

ー内に利用可能な別のノードがある場合、avoid_SAP-EXM_ERS12 リソースは SAP-EXM_ASCS02 階層が

そのノード上で In-service になることを許可しません。 

次の場合、ノードは利用できません。 

1. ノードが応答していない場合。 

2. LifeKeeper がそのノードで実行されていない場合。 
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3. ノードでローカルリカバリーに失敗した場合。失敗したかどうかは、/opt/LifeKeeper/bin/flg_list の出

力から‘!volatile!recover_fail_<tag>’フラグを確認することにより判断できます。 

 

フラグを作成することにより、特定のシステムで回避リーフを無効にできます。 

1. “ignore_avoidance_leaf” - リソースの回避リーフチェックを無効にします。つまり、回避リーフは

常に In-service になります。 

2. “ignore_<tag>” - 特定の<tag>を無効にして常に In-service になるようにしますが、他の回避リーフ

は In-service を回避します。 

 
 

注記：回避リーフを無効にするための上記のフラグは、SAP quickCheck が ASCS で実行されていることを

検出した場合、SAP quickCheck が ERS を移行することには影響しません。 フラグ 

“sap_no_ers_relocation_<tag>” は、<tag>が ERS リソースタグの場合、quickCheck が ERS を再配置でき

ないようにします。 

 
 

GUI を使用して回避ターミナルリーフノードを作成する 

 

回避ターミナルリーフノードは、GUI を使用して作成できる gen/app リソースです。回避ターミナルリー

フの復元スクリプトは「/opt/LifeKeeper/lkadm/bin/avoid_restore」で、削除スクリプトは「/bin/true」で

す。quickCheck スクリプトはありません。情報フィールドは、回避するタグの名前にする必要がありま

す。たとえば、app1 と app2 の 2 つのリソースがあり、可能であれば異なるノードに配置したい場合、

「avoid_app1」と「avoid_app2」の 2 つの gen/app リソースを作成できます。avoid_app1 の「情報」フィ

ールドには「avoid_app2」が、avoid_app2 の「情報」フィールドには「avoid_app1」が入ります。

「avoid_app2」は「app1」の従属子リソースに、「avoid_app1」は「app2」の子リソースになります。 

注記：タグ名は「avoid_<tag>」である必要はありませんが、これによりリソースが何をしているのかが明

確になります。 
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「avoid_app2」を作成したら、app1 と同じ優先順位を持つすべてのノードに拡張します。 

 

 
 

次に、「app1」リソースを選択し、「avoid_app2」との子依存関係を作成します。 

 



 Amazon Web Services – SIOS Protection Suite for Linux SAP on the AWS Cloud January 2020  

 Page 46 of 50   

 
 

avoid_app1 リソースを同様に作成すると、階層は次のようになります。 
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スイッチオーバーおよびフェールオーバーのテスト  

  

次の手順は、SAP の SIOS クラスターのスイッチオーバーとフェールオーバーをテストするための手順で

す。SAP 提供の Windows クライアントである「SAP Logon」または「SAP GUI for Windows」を開きま

す。プログラムは SAP ダウンロードサイトからダウンロードできます。仮想 IP アドレスは、[Properties] 

ページでアプリケーションサーバーとして使用できます。これにより、仮想 IP が存在するプライマリマシ

ンへの接続がアクティブになります。 

 

1. LifeKeeper GUI を使用し、ノード 1  - > ノード 2 にフェールオーバーします。ノード 2 の下にあ

るクラスターの一番上のリソースを右クリックし、[In Service ...] を選択します。これは、ノード

2 が障害発生時にノード 1 から引き継ぐことができることを示しています。 
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スイッチオーバーが完了したら、SAP GUI をチェックするか、必要に応じて再接続し、SAP がま

だ正常に動作しているかどうかを確認します。  

SAP プロセスが OS で実行されているかどうかを確認することもできます。  

 

2. LifeKeeper GUI を使用し、ノード 2  - > ノード 1 にフェールオーバーします。ノード 2 の下にあ

るクラスターの一番上のリソースを右クリックし、[In Service ...] を選択します。これは、ノード

1 が障害発生時にノード 2 から引き継ぐことができることを示しています。 

 

スイッチオーバーが完了したら、SAP GUI をチェックするか、必要に応じて再接続し、SAP がま

だ正常に動作しているかどうかを確認します。  

SAP プロセスが OS で実行されているかどうかを確認することもできます。  

 

3. ノード 1（アクティブノード）のコマンドラインインターフェースで、次のコマンドを実行して

OS の「ハードクラッシュ」を実行します。 

 

# halt -fni  
 

フェールオーバーが完了したら、ノード 2 の LifeKeeper GUI を使用して、サービスが正常にフェ

ールオーバーされたことを目視で確認します。 



 Amazon Web Services – SIOS Protection Suite for Linux SAP on the AWS Cloud January 2020  

 Page 49 of 50   

SAP GUI をチェックするか、必要に応じて再接続し、SAP がまだ正常に動作しているかどうかを

確認します。  

SAP プロセスが OS で実行されているかどうかを確認することもできます。  

ノード 1 を再びオンにし、ノード 2 の LifeKeeper GUI を使用して、ノード 1 のサービスがスタン

バイになり、レプリケーションが開始されたことを目視で確認します。  

 

注記：スイッチオーバーまたはフェールオーバーのテストをさらに行う前に、データレプリケー

ションリソースがすでに同期を完了し、同期中であることを確認してください。 

 

4. 必要に応じて手順 2 または手順 1 を繰り返し、ノード 1 にスイッチオーバーするか、ノード 2 で

さらにクラッシュテストを実行します。 

 

   

 

 

その他のリソース 

AWS サービス  

● Amazon EC2  
https://aws.amazon.com/documentation/ec2/  

 

● AWS CloudFormation 
https://aws.amazon.com/documentation/cloudformation/  

 

● Amazon VPC  
https://aws.amazon.com/documentation/vpc/   

 
 

SIOS Protection Suite for Linux  

● ステップバイステップ：共有ストレージを使用せずに Amazon EC2 で Linux フェールオーバークラ

スターを構成する方法  

http://www.linuxclustering.net/2016/03/21/step-by-step-how-to-configure-a-linux-fail 

over-cluster-in-amazon-ec2-without-shared-storage-amazon-aws-sanless-cluster/  

https://aws.amazon.com/documentation/cloudformation/
https://aws.amazon.com/documentation/cloudformation/
https://aws.amazon.com/documentation/vpc/
http://www.linuxclustering.net/2016/03/21/step-by-step-how-to-configure-a-linux-fail%20over-cluster-in-amazon-ec2-without-shared-storage-amazon-aws-sanless-cluster/
http://www.linuxclustering.net/2016/03/21/step-by-step-how-to-configure-a-linux-fail%20over-cluster-in-amazon-ec2-without-shared-storage-amazon-aws-sanless-cluster/
http://www.linuxclustering.net/2016/03/21/step-by-step-how-to-configure-a-linux-failover-cluster-in-amazon-ec2-without-shared-storage-amazon-aws-sanless-cluster/
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クイックスタート  

● AWS クイックスタート ホームページ 

https://aws.amazon.com/jp/quickstart/?nc1=h_ls 

 

フィードバック  

ご質問やご意見がある場合は、メールでご連絡ください。  

 

 ドキュメントの更新  

  

日付  変更 

2018 年 11 月 初版 

2019 年 10 月 

 コピーライトに関する文言を 2 ページ目に追記 

 11 ページ、20 ページのコマンドを「./setup -k」から「./setup」

へ変更 

 古いページ内リンクを LifeKeeper for Linux v9.4 のものに修正 

 「別のインスタンスで NFS を使用している ASCS + ERS」と

「ASCS + ERS を NFS と一緒に ASCS と同じインスタンス上で

使用する」を「NFS を使用している ASCS + ERS」に統合 

2020 年 1 月  古いページ内リンクを LifeKeeper for Linux v9.4.1 のものに修正 

  

https://aws.amazon.com/jp/quickstart/?nc1=h_ls

